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In this study, we clarified how a childminder choice student understood the use of the 
information appliance for preschool education. Specifically, we performed a cluster analysis 
based on student responses that we obtained by Silent Dialogue, and analyzed the answers 
both quantitatively and qualitatively. Based on the results, we considered methods for 
increasing effectiveness of future practice. In addition, for training subjects such as 
“preschool education methods,” we piloted some concrete practices to consider the best 
approaches for teaching. Finally, the results of this study are discussed and future problems 
are described.



























































































































































































































































































































































































































　賛成度 31.43（18.65） 43.00（11.60） 10.00（　　.00） 62.14（19.97） 41.30（21.82） 
　重要度 54.29（13.97） 36.00（　8.43） 13.33（　5.77） 53.57（13.76） 42.78（17.34） 
演習後
　賛成度 21.43（10.69） 32.00（10.33） 21.67（14.43） 65.71（17.18） 36.85（21.71） 
　重要度 51.43（　6.90） 30.00（　9.43） 11.67（　7.64） 53.57（12.49） 39.63（17.26） 
　賛成： 2.86（　　.69） 2.40（　1.71） 2.00（　1.73） 6.43（　1.90） 3.52（　2.31） 












































































抽出語　　　  出現回数 抽出語　　　出現回数
情報機器 131 自然 17
思う 70 自分 17
子ども 66 遊ぶ 17
幼児 58 悪い 16
減る 50 将来 16
使う 48 学ぶ 15
低下 44 知る 15
発達 42 様々 15
使用 41 可能 14
時間 37 行う 14
コミュニケーション 35 体 14
考える 34 慣れる 13
興味 29 経験 13
教育 28 今 13
良い 28 身体 13
遊び 26 導入 13
体験 25 減少 12
情報 24 取り入れる 12
能力 24 多い 12
依存 23 体力 12
活用 23 反対 12
機会 23 負担 12
視力 23 危険 11
身 23 機能 11
活動 21 健康 11
保育 21 使い方 11
機器 20 持つ 11
社会 20 増える 11
触れる 20 大切 11
必要 20 力 11
面 20 ネット 10
人 19 広がる 10
保育者 19 写真 10
外 18 出る 10
見る 18 小さい 10
文字 18 目 10
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表３ 各クラスタの特徴語と Jaccard の類似性測度
第１クラスタ 第２クラスタ 第３クラスタ 第４クラスタ
効率 .571 ブルーライト .455 実際 .750 現代 .375
大変 .571 感覚 .455 空間 .667 テレビ .375
幼少 .500 依存 .438 デジタル .667 興味 .333
記録 .429 機会 .438 操作 .500 メリハリ .333
導入 .417 多い .429 教材 .500 考える .316
反対 .385 社会 .421 機械 .400 活用 .308
保育者 .385 子ども .417 危険 .333 今 .308
抵抗 .375 夢中 .417 勉強 .333 手軽 .300
軽減 .375 人 .412 入る .333 アプリ .300
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まとめと今後の課題
　本研究では，将来の保育実践の担い手である保育
者志望学生が，幼児教育における情報機器の活用を
どのように捉えているかを明らかにし，今後の課題
について検討した。具体的には，「幼児教育方法」
等の授業において，情報機器活用への学生の認知を
捉えるため，サイレント・ダイアログを用いた演習
により記述データを収集し，テキストマイニングに
より量的分析を行った。また，記述内容を質的に検
討した。その結果，次のような点が明らかになった。
表４ 幼児教育への情報機器活用に関する学生の記述例
反対・重要度高群（第１クラスタ）
学生A：「情報機器の活用によって子どもの学びの幅が広がったり，保育者の仕事の効率化が図れたりとよい
ところはあるものの，一番大切である子どもの発達の面から考えた時，情報機器に時間を充てることで戸外
での運動や人との関わりなど発達に必要不可欠な活動が減ってしまうし，それを超えるだけの大きなメリッ
トも今のところはなさそうなので反対の気持ちが強い。しかし，時代の変化を考慮すると導入していくこと
も考えないといけないと思う。」
学生B：「直接人と接する機会も減り，人間関係を築くことができにくくなり，苦手意識を持つ子もいるかも
しれない。小さな頃から情報機器に触れておくことで情報化社会のなかを生き抜く力の基礎が育てられたり，
文字と触れ合う機会が増えるのは良いことだと思うけど，やっぱり小さい頃にしかできない遊びをしてその
時期にあった発達を十分にしてほしいなと思っつた。情報機器はこれから大きくなっていつでも使えると思
うし，わざわざいろんな発達が促される幼児期に使う必要はそんなにないと思う。」
反対・重要度中群（第２クラスタ）
学生C：「情報化社会が進んでいる中で，幼児期から情報機器を使うことで，その使用に慣れることは重要
なことであり，また教育などで多角的に取り入れることができるのはよいと思う。しかし，幼児期には五感
を使って思考力や想像力を育てることが一番大切であるため，情報機器の使用によってその機会を減らして
はいけないと考える。幼児の発達のためには，情報機器による間接的な経験よりも，実際に花に触れたり，
木を使うなどの直接的な経験が必要であると思う。」
学生D：「視力低下や運動不足，コミュニケーション力の低下を完全に避けることはできないので，心身の
発達への影響は避けられない。良い面と悪い面があることを保育者がしっかりと理解したうえで，使用する
のであれば使用の仕方を工夫しなければいけないと思う（時間を決めて使用するなど）。保育者は子どもた
ちが園に来ている短い時間の中で，どんなことを学んでもらいたいか，どんな活動をしてほしいかを考えて
保育していかなければならないと考える。情報機器に頼りすぎてはいけないと思う。」
反対・重要度低群（第３クラスタ）
学生E：「鉛筆が持てなくても文字を覚えられる，情報社会で生きていくために必要な能力が身につけられる
のではないかなどの面で，使い方次第でよい教材になるのだとは思った。でも，文字を覚えるのは鉛筆が持
てるようになってからでもいいし，デジタル機器の使い方を覚えるより先に，目の前の自然やお友達としっ
かり触れ合って，言葉や表情でコミュニケーションをとって，体もいっぱい使って遊ぶべきだと私は思いま
す。それに，デジタル機器は危険も多いです。その危険がわからない子どもに使わせるのは賛成できません。」
学生F：「タブレット会社の言うメリットが聞きたい。環境を通しての指導だが，遊びと勉強がタブレット1
つで済まされる危険性があり，豊かな環境が築かれない。TVやスマホでの語いの発達は期待できないから。
タブレットでの文字の練習は，実際に書く練習に比べよくない。情報がすぐ手に入ることがメリットだが幼
児期には時間をかけて「わかった！」という経験をすることの方が大事。コミュニケーションが減少する。
小学校とのギャップに苦しみそう。情報機器に慣れることは幼児期の段階では必要ない。」
賛成・重要度高群（第４クラスタ）
学生G：「従来よりも，知的疑問が解決されやすく，同時に様々な情報を知ることができるので，知的発達
的にはよい。私は最終的には６割賛成，４割反対という意見を出した。理由は，幼小期に情報機器を扱って
おくことによる知的発達の利益がとても大きいからです。他の人も記述している通り，知りたい情報を得や
すく，また文字や図などへの興味関心も育ちやすくなります。しかし，周りの人とのコミュニケーションや
外遊びが減ってしまうのは大きな不利益であるため，情報機器の活用の範囲，活用時間のメリハリはきちん
と考えてから導入した方がいいと思います。」
学生H：「授業の初めは100％反対でしたが，改めて考えてみると，時代に沿った教育が大切なのかなと思い
ました。使用することについては大賛成ですが，短時間のメリハリのある使用の場合のみです。子どもは大
きな環境の中で自分の興味のある物事を通して豊かに成長してゆきます。それの補助として，たとえばその
地域では聞こえない音を聞いたり，珍しい物の写真を見るのに使用していけば今までの教育を現代という時
代に合わせてよくすることができると思いました。」
注）「私の最終的な考え」の箇所のみを記載した。
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